








1)乳児期早期に発見され、低 Phe 食による治療を行いよい結果をえた PKU の 1

例を報告する。患児は 50 年 1 月生れ、帯広市 K 産院にて出生した男子。第一

子で血族結婚はない。生後第 2週、第 4週に尿 phenistix 反応は陰性であった

が生後 80 日目陽性となり、生後 3 ケ月のとき精査のため北大小児科に入院し

た。入院時、身体発育正常、頸定しており、頭髪、皮膚色に異常は認めず、肝

腫も触れなかった。尿塩化第二鉄反応は強陽性、血中 Phe は螢光比色法で、

40mg/dl と高値を示していた。Classical PKU と診断し直ちにロフェミルクで

治療を開始した。


